
ポスター研究発表(第1日目午前)

番号 発表題目 所属 氏名

1 情動知能とIQ 九州大学大学院人間環境学府 ○ 中 間 直 子 ・・・1

九州大学大学院人間環境学研究院 箱 田 裕 司

九州大学大学院人間環境学研究院 中 村 知 靖

2 高齢女性の外出頻度と化粧行動 久留米大学大学院心理学研究科 ○ 久 家 慶 子 ・・・2

久留米大学文学部 木 藤 恒 夫

3 絵画印象を評定する形容詞対尺度構成Ⅱ 久留米大学大学院心理学研究科 ○ 長 潔 容 江 ・・・3

久留米大学文学部 原 口 雅 浩

番号 発表題目 所属 氏名

4 九州大学大学院人間環境学府 ○ 大 塚 規 史 ・・・4

5 成功と失敗に関する経験と内省 福岡女学院大学人間関係学部 ○ 牧 園 め ぐ み ・・・5

福岡女学院大学人間関係学部 佐 藤 里 沙

福岡女学院大学人間関係学部 西 田 彩 香

福岡女学院大学人間関係学部 野 見 山 唯

福岡女学院大学人間関係学部 藤 村 ま こ と

6 滑稽なイメージ図による英単語学習の効果 大分大学大学院教育学研究科 ○ 梅 野 は る 香 ・・・6
―中学生を対象として―

番号 発表題目 所属 氏名

7 九州大学大学院人間環境学府 ○ 内 山 朋 美 ・・・7

番号 発表題目 所属 氏名
8 意味飽和手続きが概念処理・語彙処理に及ぼす影響(3) 鹿児島大学教育学部 ○ 下 木戸 隆司 ・・・8

―意味判断と文法判断との比較検討―

9 オノマトペによる怒り感情の音象表現 久留米大学大学院心理学研究科 ○ 盛 﨑 俊 浩 ・・・9
久留米大学心理相談センター 髙 田 菜 美

第1日目(11月16日)

第1日目(11月16日)

【学習】
第1日目(11月16日)

【記憶】

【認知】

【言語・思考】

学習スタイルの違いはワーキングメモリ容量によって説明で
きるのか

Eyeclosureが不快な情動場面および前後場面の記憶成績
に及ぼす影響

第1日目(11月16日)



番号 発表題目 所属 氏名
10 自閉症児の身体的側面について 佐賀大学大学院医学系研究科 ○ 田 中 利 子 ・・・10

國學院大學人間開発学部 池 田 行 伸

11 女子大学生の養護性について 大分大学大学院教育学研究科 ○ 山 本 明 理 ・・・ 11
大分大学教育福祉学部 藤 田 敦

12 思春期の抑うつ傾向と身体性の発達的変化 佐賀大学文化教育学部 ○ 上 長 然 ・・・ 12

番号 発表題目 所属 氏名
13 宮崎学園短期大学 ○ 野 﨑 秀 正 ・・・ 13

14 中村学園大学教育学部 ○ 笠 原 正 洋 ・・・ 14

15 看護学生の職業的アイデンティティを高める取り組み 久留米大学比較文化研究所 ○ 片 岡 祥 ・・・ 15
―グループ企画型のロールプレイの効果の検討―

16 家庭学習に関する調査研究 鹿児島大学教育学部附属教育実践総合センター ○ 迫 田 孝 志 ・・・ 16
―大学生への調査を通して― 鹿児島大学教育学部 森 藤 悦 子

番号 発表題目 所属 氏名
17 救急救命センター看護師の二次受傷対策の実態 大分県立看護科学大学 ○ 関 根 剛 ・・・ 17

―救急救命センターを持つ病院を対象に―

番号 発表題目 所属 氏名

18 青年期女子における怒り感情の喚起から鎮静までの 長崎純心大学人文学部 ○ 北 川 里 実 ・・・ 18

過程について 長崎純心大学人文学部 藤 原 珠 江

19 女子大学生の現実自己と理想自己に関する一考察 長崎純心大学大学院人間文化研究科 ○ 島 田 由 紀 ・・・ 19

長崎純心大学人文学部 藤 原 珠 江

20 アサーションと首尾一貫感覚は燃え尽きを緩和するか 大分大学医学部 ○ 上 野 徳 美 ・・・ 20
―新人看護師の燃え尽き予防と介入の観点から― 日本文理大学経営経済学部 山 本 義 史

慶應義塾大学看護医療学部 増 田 真 也
大分大学大学院医学系研究科 平 野 利 治
大分大学医学部附属病院 大 戸 朋 子

21 大分大学大学院医学系研究科 ○ 平 野 利 治 ・・・ 21

大分大学医学部 上 野 徳 美

―入職後３年に渡るバーンアウトの変化を見る― 日本文理大学経営経済学部 山 本 義 史

慶應義塾大学看護医療学部 増 田 真 也

大分大学医学部附属病院 大 戸 朋 子

22 志學館大学大学院心理臨床学研究科 ○ 上 野 由 紀子 ・・・ 22

志學館大学人間関係学部 松 田 君 彦
―振り返り活動の形態の違いに着目して―

第1日目(11月16日)

第1日目(11月16日)
【臨床・障害】

【教育】
第1日目(11月16日)

保育者養成における実習の達成目標志向と実習ストレスの
関係

児童虐待防止活動において保育所保育士が呈する境界
横断の問題

コラージュ制作とその振り返りが自己理解に及ぼす効果に
関する研究

若手看護師のバーンアウト予防と介入に関する縦断的研
究

【発達】
第1日目(11月16日)

【看護・医療】



番号 発表題目 所属 氏名
23 マズロー理論の基本的特質に関する覚書 神奈川大学経済学部 ○ 三 島 斉 紀 ・・・ 23

―マレー理論との比較において― 甲南大学経営学部 河 野 昭 三

番号 発表題目 所属 氏名
24 マグレガーによるマズロー欲求論の援用について 九州国際大学経済学部 ○ 村 田 晋 也 ・・・ 24

番号 発表題目 所属 氏名
25 職務に対する責任感が支援要請行動に及ぼす影響 九州大学大学院人間環境学府 ○ 長 池 和 代 ・・・ 25

―番組制作部を対象とした質的研究― 九州大学大学院人間環境学研究院 山 口 裕 幸

番号 発表題目 所属 氏名
26 なぜ集団間関係は“紛争”に陥りやすいのか？ 九州大学大学院人間環境学府 ○ 楊 晨 曦 ・・・ 26

九州大学大学院人間環境学研究院 山 口 裕 幸

27 長崎純心大学大学院人間文化研究科 ○ 矢 内 希 梨子 ・・・ 27
長崎純心大学人文学部 吉 武 久 美子

―女子大生を対象として―

28 日中関係における多元的無知とその影響についての検討 九州大学大学院人間環境学府 宮 島 健 ・・・ 28
京都文教大学総合社会学部 縄 田 健 悟
九州大学大学院人間環境学府 黄 麗 華
九州大学大学院人間環境学研究院 山 口 裕 幸

29 自分探しとキャリア指向性 琉球大学教育学部 中 尾 達 馬 ・・・ 29
琉球大学教育学部 島 袋 恒 男

30 目的の共有とチーム・パフォーマンスの関連性の検討 福岡女学院大学人間関係学部 古 賀 美 幸子 ・・・ 30
福岡女学院大学人間関係学部 前 田 彩 華
福岡女学院大学人間関係学部 松 本 佳 菜子
福岡女学院大学人間関係学部 山 口 綾 乃
福岡女学院大学人間関係学部 横 山 夢 佳
福岡女学院大学人間関係学部 藤 村 ま こ と

31 移住者の適応におけるソーシャルキャピタルの影響 琉球大学法文学部 加 藤 潤 三 ・・・ 31
関西学院大学社会学部 前 村 奈 央佳

32 大学生の対人葛藤解決方略に関する研究 熊本大学大学院教育学研究科 田 中 俊 寛 ・・・ 32

第1日目(11月16日)

【産業・交通】
第1日目(11月16日)

【人格】
第1日目(11月16日)

【原理・方法】

―テレビゲームを用いた個人間－集団間不連続効果の検
討―

大学生における同性の友人関係に対する固執傾向尺度の
作成

【社会・集団・文化】
第1日目(11月16日)



ポスター研究発表(第2日目午前)

番号 発表題目 所属 氏名
1 表情と発言内容が情動認知に与える影響 鹿児島大学大学院教育学研究科 ○ 川 路 あ か ね ・・・ 33

鹿児島大学教育学部 下 木戸 隆司

2 顔写真を用いた表情認知用刺激セットの作成（2） 鹿児島大学教育学部 ○ 島 義 弘 ・・・ 34

―妥当性の検討―

3 女性ホルモンによる情動調節メカニズムの解明 鹿児島大学大学院人文社会科学研究科 ○ 大 川 卓 也 ・・・ 35

―エストロゲン受容体サブタイプの機能的相違について― 鹿児島大学法文学部 富 原 一 哉

番号 発表題目 所属 氏名
4 オスマウスの社会的認知能力に及ぼす性腺除去の効果 鹿児島大学大学院人文社会科学研究科 ○ 上 原 明 生 ・・・ 36

鹿児島大学法文学部 朝 日 晃 一

鹿児島大学法文学部 富 原 一 哉

番号 発表題目 所属 氏名
5 触覚情報による外的空間の広がりの知覚 九州大学大学院人間環境学研究院 ○ 光 藤 宏 行 ・・・ 37

6 熊本大学大学院社会文化科学研究科 ○ 吉 田 優 香 ・・・ 38
熊本大学文学部 渡 辺 功

7 写真刺激の感情の質と覚醒度が有効視野に及ぼす影響 久留米大学大学院心理学研究科 ○ 増 田 奈 央子 ・・・ 39
久留米大学文学部 木 藤 恒 夫

番号 発表題目 所属 氏名

潜在的・顕在的自尊心がストレス過程に与える影響 大分大学大学院教育学研究科 ○ 大 川 稚 衣 ・・・ 40

9 焦りと不安，恐怖との関連 久留米大学大学院心理学研究科 ○ 木 庭 早 苗 ・・・ 41

10 京都教育大学教育学部 ○ 田 爪 宏 二 ・・・ 42

11 まばたきの数と速度が印象形成に及ぼす効果 福岡県立大学人間社会学部 ○ 福 田 恭 介 ・・・ 43
福岡県立大学人間社会学部 鶴 田 咲 季

九州大学大学院システム情報科学研究院 志 堂寺 和則

北九州市立大学文学部 松 尾 太 加志

岡山大学大学院自然科学研究科 早 見 武 人

【行動】
第2日目(11月17日)

【認知】
第2日目(11月17日)

第2日目(11月17日)

【情動・動機づけ】

ギザギザひし形錯視に及ぼす，刺激の構成要素の大きさと
比率の効果

8

第2日目(11月17日)

【感覚・知覚】

反応を遅延させた線画―文字干渉課題におけるカテゴ
リーの典型性の効果



番号 発表題目 所属 氏名
12 鹿児島大学大学院教育学研究科 ○ 八 谷 直 樹 ・・・ 44

鹿児島大学教育学部 假 屋園 昭彦

13 大学生のメンタルヘルス低下の予防因子に関する研究 佐賀大学文化教育学部 ○ 山 津 幸 司 ・・・ 45
―Sense of Coherenceに着目した縦断的研究―

14 鹿児島大学大学院教育学研究科 ○ 辻 俊 之 ・・・ 46

鹿児島大学教育学部 大 坪 治 彦

15 「活用型学力」の育成に関わる教授－学習活動 大分大学教育福祉科学部 ○ 藤 田 敦 ・・・ 47

番号 発表題目 所属 氏名

16 青年期におけるアタッチメント行動の研究 大分県立看護科学大学 ○ 森 田 慶 子 ・・・ 48

国立成育医療センター 和 木 也 実

大分県立看護科学大学 吉 村 匠 平

大分県立看護科学大学 関 根 剛

17 ブックスタート経験が保護者及び児童に与える影響 福岡女学院大学人間関係学部 ○ 原 崎 聖 子 ・・・ 49

―追跡調査より― 福岡女学院大学人間関係学部 篠 原 し の ぶ

活水女子大学看護学部 彌 永 和 美

番号 発表題目 所属 氏名

18 高齢者の認知症予防 久留米大学大学院心理学研究科 ○ 城 戸 由 香里 ・・・ 50

―「認知症サポーター養成講座」による情報提供の効果―

19 ペットとの関係性に関する尺度作成の試み 久留米大学大学院心理学研究科 ○ 斎 藤 汐 里 ・・・ 51

20 青年期における自己嫌悪感に関する研究 久留米大学大学院心理学研究科 ○ 過 能 理 子 ・・・ 52

21 介護専門職者の死別体験と心理的適応 久留米大学大学院心理学研究科 ○ 須 川 笑 花 ・・・ 53

第2日目(11月17日)

【臨床・障害】
第2日目(11月17日)

【教育】
第2日目(11月17日)

進路選択場面において中学生は教師の関わりをどう認知
しているか

【発達】

対話活動の蓄積を通して小学校低学年はどのように変化
するのか



番号 発表題目 所属 氏名

22 被災地産の農作物に対する購買意欲 福岡女学院大学人間関係学部 ○ 白 水 優 香 ・・・ 54

―女子大生と主婦のリスク認知の差― 福岡女学院大学人間関係学部 原 田 ち あ き

福岡女学院大学人間関係学部 溝 口 由 佳

福岡女学院大学人間関係学部 吉 居 優 希

福岡女学院大学人間関係学部 藤 村 ま こ と

23 自己を明確化するための集団同一視 久留米大学比較文化研究所 ○ 赤 須 大 典 ・・・ 55

24 患者と医師のコミュニケーション 九州大学大学院人間環境学府 ○ 三 上 聡 美 ・・・ 56

九州大学大学院人間環境学研究院 山 口 裕 幸

25 志學館大学人間関係学部 ○ 野 上 真 ・・・ 57

―地域生活に関わる成果期待と地域定着志向の影響―

26 日本文理大学経営経済学部 ○ 山 本 義 史 ・・・ 58

日本文理大学工学部 杉 浦 嘉 雄

大分大学医学部 上 野 徳 美

日本文理大学工学部 藪 内 聰 和

大分大学大学院教育学研究科 山 本 明 理

27 九州大学大学院人間環境学府 ○ 秋 保 亮 太 ・・・ 59

九州大学大学院人間環境学研究院 山 口 裕 幸

第2日目(11月17日)

大学生のボランティア活動への関心・志向の規定要因に関
する研究

大学生集団におけるチームワークの類型化と，生産性と凝
集性へ与える影響の検討

トキにかかわるプロジェクトが地域住民の環境意識や配慮
行動に与える効果に関する研究（３）

【社会・集団・文化】


